
「大淫婦のみだらな行い」            2019 年 09 月 19 日 

ヨハネの黙示録 17 章 1 節～6 節 a さて、七つの鉢を持つ七人の天使の一人が来て、 

わたしに語りかけた。「ここへ来なさい。多くの水の上に座っている大淫婦に対する裁き

を見せよう。地上の王たちは、この女とみだらなことをし、地上に住む人々は、この女の

みだらな行いのぶどう酒に酔ってしまった。」そして、この天使は“霊”に満たされたわ

たしを荒れ野に連れて行った。わたしは、赤い獣にまたがっている一人の女を見た。この

獣は、全身至るところ神を冒涜する数々の名で覆われており、七つの頭と十本の角があっ

た。女は紫と赤の衣を着て、金と宝石と真珠で身を飾り、忌まわしいものや、自分のみだ

らな行いの汚れで満ちた金の杯を手に持っていた。その額には、秘められた意味の名が記

されていたが、それは、「大バビロン、みだらな女たちや、地上の忌まわしい者たちの母」

という名である。わたしは、この女が聖なる者たちの血と、イエスの証人たちの血に酔い

しれているのを見た。 

 

七つの鉢を持って、神の怒りを注いだ七人の天使の一人が来て、「ここへ来なさい。多 

くの水の上に座っている大淫婦に対する裁きを見せよう。地上の王たちは、この女とみだ

らなことをし、地上に住む人々は、この女のみだらな行いのぶどう酒に酔ってしまった」

とヨハネに語りかけた。大淫婦（バビロン）は「多くの水の上に」座っていた。バビロン

はユーフラテス川とそれに連なる運河に囲まれ、水の上にある都であった。都市はギリシ

ヤ語では女性名詞であるので女性として描いている。地上の王たち、また、地上に住む者

たちと一緒になって、バビロンは淫らな行いのぶどう酒に酔った「大淫婦」として、裁か

れる。天使は、その裁きの様を見せようと言う。「みだらな行い」とは、強大な権力と莫

大な資金力で神意に逆らう人間無視の政治を行うことで、具体的には、地上の王たちは皇

帝礼拝という「淫行」、即ち偶像礼拝を指す。地上に住む者たちもその「淫行」に加担し

ていった。 

そして、天使は“霊”に満たされたヨハネを荒れ野に連れて行った。そこでヨハネは、 

赤い獣にまたがっている一人の女を見た。「赤い」緋色は、ローマ帝国の富と繁栄を象徴

する色で、同時に「罪」を表している。「この獣は、全身至るところ神を冒涜する数々の

名で覆われており、七つの頭と十本の角があった。」獣は、神を冒涜する名で全身を満た

し、七つの頭と十本の角で自分の持つ権力の強大さを誇示していた。獣にまたがる「女は

紫と赤の衣を着て、金と宝石と真珠で身を飾り、忌まわしいものや、自分のみだらな行い

の汚れで満ちた金の杯を手に持っていた。」彼女の豪華絢爛たる装いは並外れた豊かさを

表している。手に持っている金の盃は「忌まわしいもの」「自分のみだらな行いの汚れで

満ち」ていた。彼女の額には、「大バビロン、みだらな女たちや、地上の忌まわしい者た

ちの母」という秘められた意味の名が記されていた。名前が「秘められ」ているのは、バ

ビロンがローマの隠喩であるためである。ヨハネは、「この女が聖なる者たちの血と、イ

エスの証人たちの血に酔いしれているのを見た。」女は、キリストの十字架の血に贖われ

た聖なる、主イエスの証人たちの血に酔いしれていた。「血に酔いしれる」とは、申命記

32 章 42 節に「わたしの矢を血に酔わせ／わたしの剣に肉を食らわせる」とあるように、

大量殺戮を意味している。ヨハネは、みだらな行いをする女の行状を見せられ、「大淫婦」

としての裁きの予告を聞かされたのである。 


